
支えてくれる、その思いを感じよう
さ さ お も か ん

11月の和名は「霜月」と言います。これは、霜が降り始める頃という意味があり
わ めい しも つき い しも ふ はじ ころ い み

ます。暦の上で冬の始まりとされる二十四節気の「立冬（11月7日）」を過ぎると、暖
こよみ うえ ふゆ に じゆう し せつ き りつとう す あたた

かな小春日和と寒い日を繰り返しながら、寒さが深まっていきます。根来寺周 辺の
こ はる び より さむ く かえ ふか ね ごろ じ しゆうへん

紅葉もこれからが見頃を迎えます。そして、冷たい風に落ち葉が舞い、虫や動物たち
こうよう み ごろ むか つめ かぜ お ば ま むし どうぶつ

が冬眠に入っていきます。学校では、2学期もあと1ヶ月あまりとなってきました。
とう みん はい がつ こう がつ き か げつ

勉強ではじっくり学習に取り組む時期です。また、12月のマラソン大会に向け体力
べんきよう がくしゆう と く じ き たいかい む たいりよく

をつけています。

さて、本校の学校教育目標のキーワードは、「あい」のある学校です。この「あい」
ほんこう きよういくもくひよう

には、「愛・逢い・合い・相・ＡＩ…」いろいろな「あい」があてはまります。

私 たちは毎日の生活の中で多くの人々に支えられて生きています。これまで大き
わたし まい にち せい かつ なか おお ひと びと い おお

くなってきたのも、いろいろな人のお世話になってきたおかげです。あたりまえに思
ひと せ わ

っていることも、それを支えてくれている誰かがいます。
だれ

「一体どんな気持ちや思いで支えてくれているのでしょうか？」そのことを考 え
いつ たい き も かんが

ると新しい発見があるかもしれません。その発見は、きっと心に響いてくるはずで
あたら はつ けん こころ ひび

す。学校では、係活動や日直、掃除など、それぞれの役割を自覚して責任をもって
かかりかつ どう につちよく そう じ やく わり じ かく せき にん

取り組むことをします。それらの取り組みを通して、「出来
とお で き

なかったことが出来るようになる」、「支えられることから

支えることができることに気づく」、「 改 めて、支えられて
き あらた

いることに感謝する」など、支えてくれるその思いを感じ、
かんしや

その思いにこたえようとすることに期待します。
き たい

それが「結びあい」であり「支えあい」であります。勉強
むす

や運動の中での「学びあい」や「高めあい」にも通じます。
うん どう まな たか つう

この「あい」を感じた時に、感謝の気持ち「ありがとう」
とき

って言えてますか？

その他にも心がかよい合う「あいさつの言葉」はたくさん

あります。裏面のクロスワードパズルにチャレンジしてたく
うらめん

さんのあいさつの言葉を見つけましょう。そして、使えるよ
つか

うになっていきましょう
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１２月の主な行事予定
お も ぎ よ う じ よ て い

１２月 １日（水）登校観察
とう こうかんさつ

２日（木）校内マラソン大会
こう ない たいかい

３日（金）マラソン大会予備日
よ び び

７日（火）図書館司書来校
と しよかん し しよらいこう

８日（水）金銭教育（3年）
きん せんきよういく

委員会活動（５・６年）
い いんかいかつどう

９日（木）金銭教育（5年）

１４日（火）スマホ教室（4年）
きようしつ

ＳＣ・図書館司書来校

２３日（木）個人懇談会（二者）
こ じんこんだんかい に しや

２４日（金）二学期終 業式・給 食 終 了
に がつ き しゆうぎようしき きゆうしよくしゆうりよう

２５日（土）～冬休み
ふゆやす

令和４年
れい わ

１月 ７日（金）３学期始業式・給食開始
がつ き し ぎようしき かい し

※ １２月２９日（水）～１月３日（月）学校閉庁日
がつこうへいちよう び

豆知識 11月5日は「津波防災の日」です。 東 日本大震災発生後の2011年6月
まめ ち しき つ なみ ぼう さい ひがし に ほん だい しん さい はつ せい ご

に制定された「津波対策の推進に関する法律」で定められ、さらに2015年には国連
せいてい たいさく すい しん かん ほうりつ さだ こくれん

総会でも同日を「世界津波の日」と定めました。この日が「世界津波の日」とされた
そうかい どうじつ せ かい

のは、安政元年（1854年）11月5日、安政南海地震による津波がいまの和歌山県
あん せい がん ねん なん かい じ しん わ か やま けん

広川町を襲った際、濱口梧陵が稲むらに火をつけ、津波から逃げ遅れた村人を高台
ひろ かわちよう おそ さい はま ぐち ご りよう いな ひ に おく むら びと たか だい

へ導いて、多くの命を救った逸話 「稲むらの火」 の故事にちなんだものです。
みちび おお いのち すく いつ わ こ じ

ボランティアさんやゲストティーチャーとの結びあい、学びあい、支えあい
むす まな ささ

【放課後子ども教室】
ほう か ご こ きようしつ

【１年・たんぽぽ】いも掘り 【５年】地域安全マップ作り ねごろの子守唄
ほ ち いきあんぜん づく こ もりうた

行 事につきましては、
ぎよう じ

諸般の事 情 で変更する
しよ はん じ じよう へん こう

場合があります。
ば あい



岩出市文化祭から

【１年生】カラフルなさかなたち 【２年生】ぼくたちわたしたちの すてきなぼうし

【４年生】秋といえば… 【６年生】オリジナル鳥獣戯画

【３・５年生】市民憲章

【人権ポスター】 【絆ポスター】


